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- ネ カ ク シ類 の 防 御 物 質 分 泌 器 官l)
兼 久 勝 夫 ･白 神 孝 ･河津一 俵 2)
-不カタシ科 Staphylnldaeの成虫の 中には御 地刺激を与えたときに 不快蝕成分を分
泌する凝概が ある, ム不ビp/､不カクシ Alilongrand‡collisとヒケフト/､ネカタシ拍
Aleocharaは顕 拝である. コカ､シラ/､不カクシ鵬 PhuonLhusはつかんだ ときに 掘Juln







心リcF蚊を行うに当り採恥その他に =協ノIJL､ただい/= t.･lD]和郎Uカ激増,fLT'木久呪 足古.酢弘,5J:FLF夫
a).[侶tに級別卜FtLLげる.
材 料 と 方 法
供試虫:/､ネカクシ付の成虫を畑,海浜,河川､廉恥 野上などで.また腐肉誘Jlトラ




態を調 へた.検鏡には光学雛徴鏡と7E_lr_電十i虻i赦免 (日本電了製 JSM-50A)を用いた.




クシ酢 よ器官の構造上からゴミムシ燐やコミムシ クマシ班より第 1のエーテル液へU)抽出
'割合が高かった,エーテル抽出液を恨性とその他 (Lトr性成分がほとんど)に分山 した,漢
た不飽和物の調和こ水戎添加 14)も行った.
同定法.'ガスクpマ トクラフィーを多川し)J･L6㌧ 充頒剤としては FALM-25%,FON-





スアルデヒ トで 発出させ る Al.日･.､つクp17トクラフィー II'も用いた. ム千ヒロノ､イ･カクシ
の n-Hexanalと n-Hexanoicacldの同定には GC-1VLSも榊いた.GC一卜′【Sは 日本電T
JMA12000型テータ 処甥装机を 郎 吉した JGC12()K-JMS-D300型 ガスクロマ ト クラフ'Fl一
止分析捌 J:tで測定 した 分離 カラムとして, 内径 2mm,長 さ2m の管に先頃 LlL2%
ov-17(担休 Chromosorbw,80-100メ ッシ ュ)を用い,- リウム流速は 20ml/m)n,
カラム温他は 60LつCである.RFtJi.Lスペク トルは m/Z25から m/Z4()Oまで, イオ ン化'tLi什
70eV で測娃 した.
結 果
1 分 泌 行 動

























































































鍬 .i部分的に突出した. アカバナガ-ネカクシ Lat-























-ネカクシ亜科 Staphylininaeは最 も多数が 採柴 でき, 腹部背面第 8-9環節間膜に
開孔して いた. 器官突出は様々で ドゥガネコガシラ-ネカクシ PhitonthusaeniPennis
(Fig,2-1).ヒゲナガコガシラ-ネカクシ P.longfcornis(Fig.2-2,3)などは貯蔵張が
2部分からなり,はば完全に突出して,削 くなった先端部に多数の感覚毛を有 していた.
ル リコガシラ-ネ カクシ Philonthuscyanipennis,チャパネ コガ シ ラノ､ネカクシ P.














クpオオキ/I-ネカクシ 0.nigerおよび シT)ホソノ､ネカクツ亜科 Tachyporinaeのチ





は体液中にべデリソ(C25H15NO9) とベデpソ (C24H .3NO 9) を合み. その体液は人の
皮脚 こ炎症を起こし,殺虫力も高いこと5)が知られているが,外部分泌するための特定で
きる貯蔵碑相当のものは不明であった.
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ダか ､ネカクシ土用.の研究以来, 好白蟻性20),好蛾性4)や腐肉食性 ヒゲブ ト-ネカクシ
Jl,科19',七スジノ､ネカクシ並紺 ･11), コツメ-ネカクシ亜科L7), -ネカクシ_･駆 十g･LO,12),
Araujo(1978)の6亜科 6椎で判明していた.本集験では8触科 40余種を.メ.`･い て,存在
場舶 こおける禰科Elt.Jの違いを確認すると共に,並科 レベルでの場所の-走性,,I.LJレ ベルで
の形態,軸 こ貯蔵褒先端部の感覚毛の有紙や形適に特徴のあることを明らかにした.
-ネカクシ科の防御物質の分析は Abou-Donia(1971)の SlaPhyllnuSOlensにおけ
る Iridodial,Blum 等 (1971)の好蟻性 ヒゲブトノ､ネカクシ Lomechusaslγumosaにお





longiPenne17) と ヒゲ ブ トノ､ネカクシ並 科の ZyrashtmieralislB) に おい て 3-Methyl
bLltanoicacidがそれぞれ 第2の成分 として検出されている. ムネビロノ､ネ カクシが 上
記2個と似た酸である n-Hexanoicacidを混合分泌物中 の 醸成分として いたが, ノ､ネ
カクシ科の防御物質としては初例 である. また ムネヒpノ､ネカクシほ 中性成分 として
n-Hexanalとより少損の (E)-2-Hexenalを分泌 していたが,Eusphalem longipenne
紘 (E)-2-Hexenalを主成分17) として検出されている. これは遮ったilJi科であるが,腰
とアルデヒトを混合主成分とする点で同じである.
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-ネカクシが n-Hexanoic acid,n-Hexanalとより少丑の (E)-2-Hexenalを分泌 し,




















































































mainconstituentsareideTltihed in [he threespecies. AlgongrandとCOulSSecreted n-
hexanoicacid,n-hexanalaldsrnallerarnounlsof(E)-2-hexenal. Aleochara少arenSand
A.curLurasecretedtolLIquinoneandasrnalleramountof1,4-benzoquinone.
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